
平成28年度 中国四国地域マッチングフォーラム

効果的な鳥獣被害対策の

定着に向けて

日時 ： 平成２８年１１月１０日（木） １３：１５～１７：００

会場 ： 松江市総合文化センター（松江市西津田町）

プラバホール 大会議室

主 催 農林水産省 大臣官房政策課技術政策室、農研機構西日本農業研究センター
協 賛 農林水産省 中国四国農政局
後 援 島根県、特定非営利活動法人中国四国農林水産・食品先進技術研究会





開催趣旨 

 

地域マッチングフォーラムは、研究機関の開発技術を生産現場に迅速に普及定着させるた

めに、生産者、普及関係者、研究者等が双方向の情報交換を行うことを目的に開催するもの

であり、平成 28 年度の中国四国地域においては、「効果的な鳥獣被害対策の定着に向けて」

をテーマとして開催します。 

中山間地域の多い中国四国地域においては、シカ、イノシシ、サルなどの野生鳥獣による

農業被害が深刻化・広域化しています。鳥獣被害は農業経営に影響を与えるだけでなく、生

産意欲の減退や耕作放棄地の増加といった問題も引き起こしています。 

そこで、農研機構西日本農業研究センターをはじめとする関連機関の取組を紹介するとと

もに、複数県の協力を得て実施してきた指導者向けの鳥獣被害対策技術指導研修会の効果や

問題点も含めて広く意見交換を行うことにより、関係者の生の声を引き出して、今後の現場

への対策技術のさらなる普及と定着を促進します。 

 



平成 28 年度 中国四国地域マッチングフォーラム 

－効果的な鳥獣被害対策の定着に向けて－ 

 

●●● プログラム･目次 ●●● 

 

◆ 開催日時 

平成 28 年 11 月 10 日（木）13:15～17:00  受付 12:30～ 

 

◆ 開催場所 

松江市総合文化センター（松江市西津田町 6 丁目 5 番 44 号） 

プラバホール 大会議室 

 

◆ プログラム 

13:15～13:25 開会挨拶 

農林水産省大臣官房政策課技術政策室    

農研機構西日本農業研究センター 所長  竹中 重仁 

 

13:25～15:55 第１部 講演 

①被害対策の基本的な考え方 ････････････････････････････････････････････････   1 

農研機構西日本農業研究センター 畜産・鳥獣害研究領域 

 鳥獣害対策技術グループ 上級研究員 上田 弘則 

②田舎伝説を考える ････････････････････････････････････････････････････････   3 

農研機構西日本農業研究センター 畜産・鳥獣害研究領域 

 鳥獣害対策技術グループ長 江口 祐輔 

③被害対策技術の普及定着へ向けた現場の心得 ････････････････････････････････   7 

島根県美郷町 産業振興課 課長補佐 安田  亮 

 

（休憩 14:45～14:55） 

 

④鳥取県における日野郡鳥獣被害対策実施隊の取り組み  ････････････････････････  11 

日野郡鳥獣被害対策協議会 実施隊チーフ 木下 卓也 

⑤広島県におけるモデル集落事業等での取り組み  ･･････････････････････････････ 15 

広島県農林水産局 農業技術課 鳥獣害対策担当 

主幹 角川 文教 

⑥島根県における鳥獣専門指導員の配置による効果 ････････････････････････････  17 

島根県中山間地域研究センター 農林技術部 鳥獣対策科  

主任研究員 澤田 誠吾  



16:00～16:55 第２部 パネルディスカッション 

－被害対策の現場指導のあり方と今後の課題－ 

 （司会） 

農研機構西日本農業研究センター  畜産・鳥獣害研究領域 

鳥獣害対策技術グループ長 江口 祐輔  

（パネリスト） 

講演者５名 

特定非営利活動法人 里地里山問題研究所（さともん）  

代表理事 鈴木 克哉  

山口大学大学院創成科学研究科 生物資源環境科学分野  

准教授 細井 栄嗣 

 

16:55～17:00 閉会挨拶 

      農林水産省 中国四国農政局             

 

※閉会後にパネリスト等による個別相談対応を行います（30 分程度）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

主 催 農林水産省 大臣官房政策課技術政策室、農研機構西日本農業研究センター 

協 賛 農林水産省 中国四国農政局 

後 援 島根県、特定非営利活動法人中国四国農林水産・食品先進技術研究会 

 

 

     ※農研機構（のうけんきこう）は、国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構の 

      コミュニケーションネーム（通称）です。 
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鳥取県における日野郡鳥獣被害対策実施隊の取り組み 

 

木下 卓也 

日野郡鳥獣被害対策協議会 

 

要約 

日野郡鳥獣被害対策協議会は、鳥取県西部の日野郡３町（日南町、日野町、江府町）と県が連

携、共同化し、鳥獣による被害に対して総合的かつ効果的な防止施策の推進と激減している狩猟

者の育成確保を図ることを目的として平成２５年１２月に設置された。平成２６年４月に当協議

会の実行部隊として、日野郡鳥獣被害対策実施隊が稼働した。実施隊は実施隊チーフ１名と各町

が雇用した３名の嘱託職員の計４名で構成される。 

日野郡の最大の敵は「イノシシ」であり、侵入防止柵の設置を進めている。実施隊活動以前か

ら侵入防止柵は設置されていたが、効果の有無よりも農作業の都合が優先されていた。現在、侵

入防止策を設置したい集落に対しては、加害獣の生態、対策の効果など基本的な研修を最初に行

い、柵の効果的な設置位置計画の立案、住民との現地確認、施工指導、管理指導まで、侵入防止

柵に係る一連の指導を行っている。 

また、今後問題になると考えられる中型動物やニホンジカの被害把握や ICT 捕獲機器を活用し

た若手狩猟者の育成なども実験的に行っている。 

 

キーワード：鳥獣被害対策実施隊、集落研修 

↑集落研修の様子      ↑被害情報を聞く隊員     ↑犯人はイノシシと農家さんは 

言うが、真犯人はアナグマ。     

百聞は一見に如かず。 

 

←食育教室での様子 

 

 

有害捕獲員としても活動→ 
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「獣がい」対策で地域を元気にする「ささやまモデル」を目指して 

 

鈴木克哉 

特定非営利活動法人 里地里山問題研究所 代表理事 

HP: http://satomon.jp/ Mail:info@satomon.jp 

 

今、獣害を効果的に防ぐ方法はありますが、農村では人口の減少、高齢化により獣害対策を行

うための意欲や労力が減退している状態です。そこで、私たちは篠山市で行政や関係団体と連携

して、地域の獣害対策の支援活動を行うだけでなく、獣害対策をきっかけにして野生動物から守

り継承したい魅力的な地域資源を発掘し、都会のニーズと結びつけることで、交流人口の増加や

コミュニティビジネスの促進など地域を活性化する活動を行っています。 

私たちが目指すのは、確実な手法で「害」を軽減するだけでなく、獣の存在はそのままに、「獣

がい」そのものを資源にして、地域を元気にすることです。NPO さともんは、篠山市を拠点に、

「獣がい」対策と地域再生を中間的に支援するソーシャル・ビジネスのモデル（「ささやまモデル」）

を確立し、同様の課題を抱える多くの地域にも広げていくことで、獣害の前向きな解決を図って

いきたいと考えています。 

 

キーワード：獣害対策、地域再生、コミュニティビジネス、中間支援、ソーシャルビジネス 

 

 

 さともんのメルマガ会員（無料）募集中  

※獣害対策に取り組む地域向けに獣害対策お役立ち情報の発信を始めます。 
さともん HP から登録または info@satomon.jp までご連絡ください。 
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（参考）
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（別紙１） 研修カリキュラム

日  時 場 所 内 容

第１回 

（講義） 

５月２７日（水） 

9：30～15:30 

東広島市八本松町 

広島県立総合技術研

究所農業技術センタ

ー講堂 

○開講式ガイダンス

（広島県農林水産局） 

○鳥獣被害はなぜ起こるのか

（近中四農研） 

○鳥獣被害対策の内容について

（近中四農研） 

○鳥獣被害対策の目的と行政や関係機関の役

割

（島根県美郷町産業振興課） 

○鳥獣被害対策研究の最新情報

（近中四農研） 

○Q＆A

（近中四農研）

第２回 

（講義） 

（ﾌｨｰﾙﾄﾞ）

７月７日（火） 

10：00～16：00 

安芸高田市 

○ 安芸高田市市民文

化センター４階小ホー

ル（安芸高田市吉田町

吉田 761） 

○ ファーム小山（安芸

高田市吉田町小山）

○野生動物の行動と被害対策

（イノシシ・シカ編）

（近中四農研） 

○侵入防止柵設置実習

（近中四農研） 

○Q＆A

（近中四農研）

第３回 

（講義） 

（ﾌｨｰﾙﾄﾞ）

９月９日（水） 

10：00～16：00 

三次市 

○ 君田温泉 森の泉

なごみ館（ほたるの間）

（三次市君田町泉吉田

311-3）

○ 君田町石原地区現

地圃場（三次市君田町

石原）

○野生動物の行動と被害対策

（サル・クマ編）

（近中四農研） 

○集落点検実習

（近中四農研） 

○自動撮影カメラの設置方法

（近中四農研） 

○Q＆A

（近中四農研）

第４回 

（講義） 

（ﾌｨｰﾙﾄﾞ）

１１月１０日

（火） 

10:00～16：00 

呉市 

○ 呉市蒲刈支所 2 階

会議室（呉市蒲刈町宮

盛 1 番地 2）

○ 恵みの丘蒲刈内の圃

場（呉市蒲刈町大浦

（県民の浜内））

○鳥類の行動と果樹対策を中心とした被害対策

（中央農研） 

○中型動物の見分け方、行動と対策

（近中四農研） 

○Q＆A

（近中四農研）

第５回 

（講義） 

（意見交

換） 

１月２６日（火） 

10：00～16：00 

三原市 

○ 三原市ゆめきゃりあ

センター 多目的ホー

ル（三原市館町 2 丁目

5-2）

○各地での実践の振り返り

○鳥獣害対策のまとめ

○修了試験

（近中四農研） 

○閉講式

（広島県農林水産局）
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農研機構
サイトマップ お問い合わせ English 

NARO 皿MOMi<,<U・食品m坤総合醗機構

農研機構について 研究センタ ー ·部門 研究情報 品種•特許

ホーム＞ 研究情報＞ 研究活動報告＞ 西日本己棠研究センター ＞ 烏慰被害対策技術指導研修会の開催とイノシシ対策講演会対応について

研究活動報告詳細

鳥獣被害対策技術指導研修会の開催とイノシシ対策講演会対応について

情報公開日2014年12月12日 （金曜日）

I 開催日時

2014年12月2日（火曜日）、12月4日（木曜日）

I 開催場所

徳島県JA松茂（研修会）、岡山市建部町文化センタ一（講演会）

I 参加者

22名（研修会）、約100名（講演会）

I 開催概要

農研機構近畿中国四国農業研究センターでは、近畿中国四国地域における各府県のご協力のもと、地域における指
導的立場を担う方を対象とした鳥獣被害対策技術指導研修会を、23年度より5カ年の計画で管内の各地で開催してお
ります。平成26年度は、徳島県において5回の研修開催を計画し、地域の指導者として必要とされる広範かつ専門的な
知識と技術を習得していただいております。第4回目となる研修会を12月2日に徳島県JA松茂において開催し、当研究
センターの畜産草地・鳥獣害研究領域の研究員による講義と、中央農業総合研究センターの山口主任研究員による鳥
類の生態と被害対策の講義と、ナシ園におけるカラス対策として「＜ぐれんテグス君」設置実習を行いました。なお、今
年度最終回となる第5回研修会は、鳥獣害対策のまとめとして1月14日の開催を予定しております。
また、12月4日には岡山市がイノシシ被害への有効な対策の一 助とするため開催した講演会において、当研究センター
の堂山研究員が2時間余りの講演・質疑対応を行いました。農作物被害回避に有効なイノシシの行動特性研究に基づ
く数々の対策について、参加者からは多くの共感が得られたようです。
これらの取粗により、鳥獣被害に関する最新の知見や技術が面的に広がり、農作物被害が減ることで農家の所得向上
につながることが期待されます。

JA松茂における研修会

 

産学官連携 広報・イペント
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ナシ園における「＜ぐれんテグス君」設器実習

岡山市イノシシ対策請演会後の意見交換の様子

プライバシーポリシー I 著作権•免責事項 I 法人文書の開示手続き I 個人情報の開示手続き I RSSについて I 関連リンク

品農研機構
法人番号7050005005207

(C) 2001-2016 National Agriculture and Food Research Organization All Rights Reserved 
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農研機構
サイトマップ お問い合わせ English 

NARO 皿MOMi<,<U・食品m坤総合醗機構

農研機構について 研究センタ ー ·部門 研究情報 品種•特許

ホーム＞ 研究情報＞ 研究活動報告＞ 西日本己棠研究センター ＞ 近畿中国四国己業研究センターは島根県美郷町と烏獣害の協定を結びました

研究活動報告詳細

近畿中国四国農業研究センターは島根県美郷町と鳥獣害の協定を結びました

情報公開日2013年7月10日 （水曜日）

2013年（平成25年）7月8日、島根県美郷町と近畿中国四国晟業研究所センターは、獣害問題対策の研究成果を全国に
発信するための包括的研究連携協定を締結しました。

1999年から今日まで、当研究センターは、美郷町をフィールドに獣害対策の実証的な研究とその成果の普及実用化を
図ってきており、地域の実情にあった対策手法を確立して参りました。また、美郷町は、当研究センターの現場研究の
成果を一貫して実践し、被害の軽減に結びつけるとともに、駆除イノシシの地域資源利用を図り、地域振興につなげ、
当研究センターの技術的提案を現場で具現化してこられました。

このような当研究センターと美郷町が培ってきた現場重視の学術研究、実証試験を通じた産業・技術·地域社会の振興
を促進するとともに、また、獣害対策をきっかけとした地域作りの実証地として、地域住民はもとより大学や研究機関、
自治体等のインターンシップや研修を積極的に行い、幅広い人材育成に取り組み、研究成果の実用化を全国に向けて
戦略的に情報発信し、普及啓発の一層の促進を図るため、協定を締結したものです。

7月8日の協定締結にあたって、美郷町の「ゴールデンユー トピアおおち」において、美郷町からは景山良材（かげやまよ
しき）町長、当研究センターからは尾関秀樹所長が出席し、調印式が行われました。調印式には、20名余りの美郷町町
民の方も出席されるとともに、5社の報道機関も取材に訪れ、大変盛大な調印式となりました。

協定書を手に握手する
景山町長（右）と尾関所長（左）

訓印式後、 美郷町住民の方々との記念撮影
（前列右から3人目が江口上席研究員、
右隣が上田主任研究員）

 

産学官連携 広報・イペント
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本資料からの引用・転載にあたっては、必ず発表者の了解を得てください。 

発行：農研機構西日本農業研究センター 

企画部 産学連携室 TEL.084-923-5385 

http://www.naro.affrc.go.jp/warc/ 
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